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平
成
20
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）
を
総
務
委
員
会
で
審
査

し
、
定
例
会
最
終
日
の
本
会
議
に
お

い
て
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

歳
入
は
事
業
の
進
行
や
事
業
費
の

確
定
、
新
た
な
補
助
金
の
受
け
入
れ

等
に
伴
い
、
国
・
都
支
出
金
、
及
び

特
別
会
計
繰
入
金
、
並
び
に
市
債
を

増
額
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
は
都
委
託
事
業
と
し
て
生
活

安
定
応
援
事
業
の
ほ
か
、
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
活
用
事
業
、

ス
ポ
ー
ツ
教
育
推
進
関
連
事
業
等
、

新
規
に
3
事
業
の
予
算
を
計
上
す
る

ほ
か
、
小
平
地
域
教
育
サ
ポ
ー
ト
・

ネ
ッ
ト
事
業
、
中
学
校
の
建
設
事
業

の
不
足
分
等
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

　

補
正
額
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
4

千
百
82
万
5
千
円
を
増
額
し
、
補
正

後
の
予
算
総
額
は
4
百
95
億
2
百
82

万
5
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
の
老
人
医
療
費
の
確

定
に
伴
い
、
歳
入
に
不
足
が
生
じ
る

こ
と
か
ら
、
平
成
20
年
度
に
追
加
交

付
さ
れ
る
国
庫
支
出
金
等
を
財
源
に

繰
上
充
用
を
行
う
た
め
、
市
長
専
決

で
行
っ
た
補
正
を
承
認
し
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
平
成
20
年
度
に
精
算
交

付
さ
れ
る
医
療
費
不
足
額
の
相
当
金

額
を
支
払
基
金
交
付
金
、
国
庫
支
出

　

小
平
市
自
治
基
本
条
例
は
、
小

平
市
の
自
治
の
基
本
理
念
並
び
に

市
民
、
議
会
、
市
長
等
の
あ
り
方
、

及
び
市
政
に
関
す
る
基
本
的
な
事

項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
自
治

の
実
現
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
新
た
に
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　

6
月
定
例
会
初
日
に
市
長
提
出

議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
た
本
議
案

の
審
査
を
行
う
た
め
に
、
小
平
市

自
治
基
本
条
例
特
別
委
員
会
を
設

置
し
ま
し
た
。
こ
の
特
別
委
員
会

は
、
議
案
が
議
決
さ
れ
る
ま
で
継

続
し
ま
す
。

金
に
増
額
し
ま
し
た
。

　

歳
出
は
諸
支
出
金
に
お
い
て
都
支

出
金
の
返
還
金
、
一
般
会
計
へ
の
繰

出
金
を
増
額
す
る
と
と
も
に
、
前
年

度
繰
上
充
用
金
と
し
て
不
足
額
を
計

上
し
ま
し
た
。

　

補
正
額
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
5

千
9
百
95
万
円
を
増
額
し
、
補
正
後

の
予
算
総
額
は
14
億
3
百
45
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

4
月
30
日
付
で
条
例
改
正
を
行
っ
た

市
長
専
決
処
分
を
承
認
し
ま
し
た
。

　

主
な
改
正
内
容
で
す
が
、
法
人
市

民
税
関
係
で
は
、
①
納
税
義
務
の
規

定
の
変
更
で
、
法
人
で
な
い
社
団
ま

た
は
財
団
で
収
益
事
業
を
行
わ
な
い

場
合
は
非
課
税
。
②
均
等
割
税
率
区

分
の
改
正
で
は
、
資
本
金
等
の
額
の

少
な
い
順
に
2
号
法
人
か
ら
9
号
法

人
ま
で
と
し
、
そ
の
他
を
1
号
法
人

と
規
定
し
直
す
も
の
で
す
。

　

次
に
固
定
資
産
税
関
係
で
は
、
省

エ
ネ
改
修
工
事
を
行
っ
た
家
屋
の
固

定
資
産
税
で
、
減
額
適
用
を
受
け
る

際
の
申
告
書
類
の
規
定
を
整
備
す
る

も
の
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
都
市
計
画
税
等
を
含

め
、
法
令
の
改
正
に
伴
う
文
言
の
変

更
等
、
所
要
の
改
正
を
行
っ
た
も
の

で
す
。

　

東
京
都
が
徴
収
し
て
い
る
水
道
料

金
と
と
も
に
、
東
京
都
に
委
託
し
て

い
る
下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て
、
東

京
都
、
及
び
25
市
町
の
協
議
に
基
づ

き
、
徴
収
方
法
の
拡
大
を
図
る
た
め

改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

内
容
は
、
下
水
道
使
用
料
の
徴
収

方
法
に
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

の
規
定
を
加
え
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
施
行
期
日
は
、
本
年
10
月

1
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
普
通

徴
収
が
本
年
7
月
か
ら
開
始
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
滞
納
整
理
事
務
に
従

事
し
た
職
員
を
滞
納
整
理
手
当
の
支

給
対
象
者
に
加
え
る
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

　

平
成
20
年
度
の
地
方
税
制
の
改
正

に
伴
い
、
改
正
す
る
も
の
で
す
。
主

な
内
容
で
す
が
、
個
人
住
民
税
関
係

で
は
、
①
所
得
控
除
だ
っ
た
寄
附
金

控
除
を
税
額
控
除
と
し
、
適
用
範
囲

を
所
得
税
と
同
様
の
範
囲
に
拡
大
す

る
と
と
も
に
、
適
用
下
限
額
を
10
万

円
か
ら
5
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

②
上
場
株
式
等
の
配
当
・
譲
渡
益
に

係
る
配
当
、
譲
渡
益
課
税
の
見
直
し

で
、
本
則
税
率
の
2
分
の
1
の
軽
減

税
率
を
一
定
の
要
件
の
も
の
以
外
は

廃
止
す
る
も
の
で
す
。
③
公
的
年
金

受
給
者
の
個
人
住
民
税
に
、
公
的
年

金
か
ら
の
特
別
徴
収
制
度
を
導
入
す

る
も
の
で
す
。
④
肉
用
牛
の
売
却
に

よ
る
事
業
所
得
の
特
例
を
平
成
24
年

度
分
ま
で
延
長
す
る
も
の
で
す
。

　

次
に
、
法
人
市
民
税
及
び
固
定
資

産
税
関
係
で
は
、
民
法
第
34
条
の
公

益
法
人
と
し
て
規
定
し
て
い
た
減
免

と
非
課
税
の
範
囲
を
、
公
益
法
人
制

度
の
改
正
に
よ
り
、
公
益
社
団
法
人

及
び
公
益
財
団
法
人
に
限
定
し
て
規

定
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
そ
の
他
の
法
改
正
に

伴
う
文
言
、
条
項
等
の
整
理
を
す
る

も
の
で
す
。

　

市
民
文
化
会
館
の
行
う
事
業
に
、

市
民
の
芸
術
文
化
活
動
の
振
興
に
必

要
な
事
業
等
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

　

現
行
条
例
は
、
指
定
管
理
者
に
行

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
業
務
に
市
民

文
化
会
館
の
事
業
が
明
記
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。

　

文
化
事
業
を
市
長
部
局
に
一
元
化

す
る
と
と
も
に
、
小
平
ふ
る
さ
と
村

の
運
営
・
管
理
に
つ
き
、
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
す
る
た
め
に
改
正
す

る
も
の
で
す
。
主
な
内
容
は
、
小
平

ふ
る
さ
と
村
の
維
持
管
理
業
務
や
、

諸
行
事
の
実
施
、
及
び
見
学
や
、
古

民
家
な
ど
の
利
用
の
承
認
等
を
指
定

管
理
者
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

旨
の
規
定
を
設
け
る
も
の
で
す
。

議
会
運
営
委
員
会
委
員

　

佐
藤　
　

充
議
員

産
業
活
性
化
調
査
特
別
委
員
会
副
委

員
長　

　

木
村
ま
ゆ
み
議
員

昭
和
病
院
組
合
議
会
議
員

　

永
田　

政
弘
議
員

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

　

津
本　

裕
子
議
員

農
業
委
員
会
委
員

　

浅
倉　

成
樹
議
員

　

小
林　

秀
雄
議
員

　

苗
村　

洋
子
議
員

　

宮
㟢　

照
夫
議
員

◎
永
田　

政
弘　

○
常
松　

大
介

　

浅
倉　

成
樹　
　

石
毛
航
太
郎

　

鴨
打
喜
久
男　
　

斎
藤　

貴
亮　

　

佐
野　

郁
夫　
　

立
花　

隆
一

　

津
本　

裕
子　
　

苗
村　

洋
子

　

西　
　

克
彦　
　

橋
本　

久
雄　

　

宮
寺　

賢
一　
　
　
　
（
13
人
）

議
会
人
事

（
◎
＝
委
員
長　

○
＝
副
委
員
長
）

6 月定例会
<議員提出議案> ○ : 賛成　× : 反対　　　　　　　　　　（　）内は各会派の議員数　※フォーラム小平の会派所属議員数は議長を除く数

議案番号 件　　　　　　　　名 政和
（8人）

公明
（6人）

フォ
（5人）

緑ネ
（4人）

共産
（3人） 議決結果

第 27号 後期高齢者医療制度の撤廃を求める意見書 × × ○ ○ ○ 否　　決

<市長提出議案>　
議案番号 件　　　　　　　　名 政和

（8人）
公明
（6人）

フォ
（5人）

緑ネ
（4人）

共産
（3人） 議決結果

第 33号 専決処分（平成 20年度小平市老人保健特別会計補正予算（第 1号）） ○ ○ ○ ○ ○ 承　　認

第 34号 専決処分（小平市税条例の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ 承　　認

第 35号 平成 20年度小平市一般会計補正予算（第 1号） × ○ ○ ○ ○ 原案可決

第 37号 小平市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

第 38号 小平市民文化会館条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

第 39号 小平市税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

第 40号 小平市下水道条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

第 41号 小平ふるさと村条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

会派名略称　　　政和 :政和会　　　公明 :市議会公明党　　　フォ :フォーラム小平　　　緑ネ :緑・ネット　　　共産 :日本共産党小平市議団　　　　
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小
平
市
自
治
基
本
条
例

　
　

特
別
委
員
会
を
設
置

議 案 に 対 す る 各 会 派 の 賛 否

ふ
る
さ
と
村
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

平
成
20
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
1
号
）

専
決
処
分
（
平
成
20
年
度

老
人
保
健
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
1
号
））

専
決
処
分
（
市
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

下
水
道
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

市
民
文
化
会
館
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

可
決
ま
た
は

  
承
認
さ
れ
た
主
な
議
案


